
透明有機太陽電池
で 発 電 す る

■実証パネル概要

■コンセプト
紫外光と近赤外光を発電に利用し

可視光を通す材料設計。

発電と採光を両立させた透明有機

太陽電池パネルを開発し、快適で

安心・便利な生活の実現に貢献。

・外形：縦 １m  ｘ 横 ４５ cm

・設置場所：スマート未来ハウス２階

・取付方法：内窓方式

・太陽電池：透明セル（３０％透過）、

非透明反射電極セルの２種で構成

・測定：専用測定モジュール、ＰＣ

■材料・デバイス開発
・低分子系有機太陽電池
－スクアリリウム（SQ）系有機太陽電池材料 など

近赤外吸収、塗布型、低コスト、高開放電圧、高効率

・高分子系、ペロブスカイト太陽電池、タンデム構造

有機太陽電池材料開発 （スクアリリウム誘導体）
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